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@ 研究概要
世界各地の民族薬物に関する資料の収集及び整理，
薬効の評価及び解析並びにデータベースの構築を行
い，世界の伝統薬物及び薬用植物に関する共同研究
を推進することを目的として，以下のテーマに取り
組んでいる.
1) 民族薬物資料館保有の伝統薬物標本に関するデ
ータベース (ETHMED)の構築.
2) 中国医学等世界の伝統医学で用いられる生薬並
びに方剤の，淳みを伴う疾患に対する有効性の検討
とそれらの薬理作用の機序の研究.
3) 生薬の基源及び品質に関する組織形態学的並び
に成分化学的研究遺伝子解析による同定法開発に
関する基礎研究
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